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消防団出初式

▲市長や団長の閲団を受け行進する消防団員
　１月４日、市民会館ホールにおいて、中野市消防団出
初式を開催しました。当日は、団員が中野小学校から市
民会館まで行進し、中央広場公園前で市長や団長から閲
団を受けました。また、市民会館駐車場では、はしご乗
り保存会の皆さんによる伝統の「はしご乗り」が披露さ
れました。その後の式典では、各種表彰や消防団音楽隊
による演奏などが行われ、団員は職責を自覚するととも
に、防火・防災活動に対する意識を新たにしていました。

　小正月の伝統行事「どんど焼き」が、市内各所で行わ
れました。どんど焼きは、無病息災や五穀豊穣などを祈
願するもので、この火でもちを焼いて食べると病気にな
らない、書き初めを燃やして高く舞い上がれば字が上手
になると言い伝えられています。会場では、門松やしめ
縄、だるまなどを飾ったやぐらに火がつけられると、夜
空に向かって勢いよく燃え上がっていました。
　　　　（写真：１月１４日、東吉田区「どんど焼き」の様子）

どんど焼き

▲燃え上がる炎に１年の無病息災を願いました

共にいきいき市民のつどい

▲やんちゃ和尚のパワーあふれる講演会
　１月２７日、中央公民館において男女共同参画社会づく
り事業「共にいきいき市民のつどい」を開催しました。当
日は、浄土宗西居院住職の廣

ひ ろ な か

中邦
く に み つ

充さんが「あなた（男）
も私（女）も転んだら起きればいい」と題し『平成の駆け込
み寺』として問題や悩みを抱える子どもたちを救ってき
た実体験に基づくお話を熱く語りました。参加者に声を
掛けたり握手をするなど会場内を駆け回る廣中さんの講
演に、皆さんは楽しみながらも真剣に聴講していました。



　１月１９日、第4９回中山晋平記念音楽賞優秀賞入選曲
発表会を、市民会館ホールにおいて開催しました。当
日は、応募作品１９４曲の中から選ばれた優秀賞入選曲
８曲を、市内小学生をはじめ音楽団体の皆さんが発表
したほか、優秀賞入選曲受賞者の表彰を行いました。
　また、第４３回・第４４回同音楽賞で優秀賞を受賞した
山
や ま も と

本哲
て つ や

也さんの作品コンサートをR
ロ ス コ

OSCOのお二人
の演奏により開催しました。（写真：記念公演の様子）

街の話題やイベントを紹介します
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表紙の説明

第4９回 中山晋平記念音楽賞 優秀賞入選曲発表会

農商工連携研修会▲

天野さんの話を熱心に聞き入る参加者の皆さん
　市内の中小企業者と農業者が連携し、お互いの経営資
源を活用した新しい事業や新商品開発の取り組みについ
て研究することを目的に１月２４日、市民会館において農
商工連携研修会を開催しました。当日は、㈲NEWビジ
ネス研究所所長の天

あ ま の

野良
よ し ひ で

英さんを講師にお迎えし、「目指
せ！商品開発・つかめ時代の流れ」と題して講演いただい
たほか、６次産業化による商品開発の事例発表や加工品
の試食が行われるなど、有意義な研修会となりました。

　１月２日、第８回新春走り初め大会を開催しました。
　当日は、新年にふさわしい穏やかな天候の中、豊田文
化センター前を発着地点とした約1.6㌔のコースを、子
どもから大人まで1３３人が完走しました。大会終了後に
は「新春のつどい」が行われ、故郷太鼓の演奏や、地元
の食材を使ったキノコ汁が振る舞われました。参加した
皆さんは心も体も温まりながら、希望に満ちた新年の朝
を楽しみました。

新春走り初め大会▲

１年の健康を祈り新春の朝を駆け抜けました

中野市消費生活講演会▲

放射線が及ぼす影響について解説する高村さん
　放射線が食品や健康に与える影響などについて理解を
深めていただくことを目的に１月2６日、中央公民館にお
いて中野市消費生活講演会を開催しました。
　当日は、「放射線と健康への影響」と題し、放射線被
ばくによる健康への影響などについて長崎大学大学院医
歯薬学総合研究科教授の高

た か む ら

村昇
のぼる

さんに講演いただきまし
た。講演後の質疑応答では、参加者の皆さんから多数の
質問が出されるなど、関心の高さがうかがえました。


